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要　　　約

次期学習指導要領は世界的な教育動向を踏まえ、現代的諸課題に対応できる未来志向の教育を構築するため、

知識内容型 （コンテンツベース）から資質 ．能力育成（コンピテンシーベース）型教育課程へのシフトアップが

なされたとみることができる．質的に高い、深い学び（論理的で創造的な学び、人間性につながる学び）が目指

されており、「何を知っているか（知識 ．技能）」（各教科を学ぶ本質的意義、「見方 ．考え方」）とともに「知って

いること、できることをどのように使うか（思考力、判断力、表現力等への活用、考えの形成と深化）」「社会や

世界との関わり、より良い人生をどう送るか（学びに向かう人力、人間性等）」が問われることになる．

これらの背景には､ 最新の学習科学の成果や非認知能力､ 創造的. 革新的な資質. 能力の重要性の指摘かおり、

従来までの教育方法 ．教育課程、j刊面観等を克服した理論的実践的提案が求められている．リジリェンスや自己

調整能力、創造性 ．革新比 メタ認知等の非認知能力をどう育成し評価するのかも大きな実践課題である．

本稿は複雑多様な価値観やフェイクニュース等が溢れる現代社会を自分らしく生き抜き、確かな判断力と豊か

な感受歐を高める教育方法 ．教育課程研究の一環であり、困難に打ち勝つ力、ユーモア等の統合的資質 ．能力で

人間性にも深く関るとされるレジリェンス（非認知的資質 ．能力）育成の実践開発 ．提案を行ったものである。

Keyword : 資質 ．能力、リジリェンス（非認知的資質 ．能力）、テクスト形式、精査 ．解釈

―　新学習指導要領と育成すべき資質一能力

2017 年3 月に次世代型の資質・能力育成に基軸を置

く新学習指導要領が公示され（幼小中・特別支援）、6

月に「解説」が公表された。この背景にはAI 革命によ

る「シンギュラリテイ（技術的特異点) 2045年問題八第

4 次産業革命）、「OECD 新たな教育モデル2030 」(2018

年PISA 調査の枠組み）等、様々な動向かおる（注1 ）。

こうした教育的動向を受け、各教科で育成すべき資

質・能力、各教科を学ぶ本質的意義（「見方・考え方」）

とその汎用性･人間性も改めて資質･能力育成の観点か

ら問われている｡態度や価値観に関る「学びに向かう力、

人間性等」とは何かどうなることか、その過程で「知っ

ていること、できることをどう使うのか（思考力、判断

力、表現力等への活用）」の内実もまた問われている。

二　多様なテクスト形式の解明と「考えの形成 一深化」

小中・高校国語科では、一貫して「論理的・創造的」

な言語能力を高めるために「構成・表現形式の評価、批

評」「考えの形成・深化」が重視されている。特に「構

成・表現形式の評価、批評」は私見では多様なテクスト

形式の判断・評価・活用、メタ認知能力育成等のことで

あり、全教科・教育課程全体の再構築に関わる、論理的

で創造的な言語力育成につながる点の一つである。

例えば､ 現在の国語科教育では文章論･ テクスト表現

形式論の偏り、狭さが課題である（詳細は略）。生活綴

り方作文や日記の指導論と論理的（文学的）な文章の指

導の関係、論説・評論・批評、記録、鑑賞や批評文作成

と生活作文や生活詩等はどうつながるのか｡これまでの、

多様なテクスト形式の熟考･評価や情報リテラシー等の

指導の不十分さは、全国学力・学習状況調査B 問題が解

けない子ども達か多いという課題にも露出している。

次世代型教育では表層的な思考力や表現力育成では
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なく、表現力の質的な価値､ 深さや本質性･ 評価観、「テ

クスト形式、考えの形成・深化」と結びついた指導・評

価観が問われる｡今後は、目的･ 役割･機能に応じた様々

な文章形式・テクスト（内容と形式、方法と価値等）を

読み解き批評･ 評価する力、より効果的に説得力を持ち

表現・評価できる能力の育成が重要である（注2 ）。

さらに「構成・表現形式を評価する力」「考えを形成

し深める力」等の重視は「思考力、判断力、表現力等」

の在り方と結びついたパフォーマンス課題と評価観､ル

ーブリックと妥当性等も問われてくる。論述・プレゼン

テーションや質疑応答､ 討論や議論を深める力･ 評価す

る力、仲間と効果的に協働する力、新たな価値の創造や

提案性､実践と参画等をどのようなルーブリックで何を、

どう評価し子どもたちにどう返すのか｡これ等は学習過

程の構造化､ カリキュラム･マネジネント（教育課程論）

にも直接関わってくる点である（注3 ）。

三　レジリエンスと「学びに向かう力、人間性等」

教育現場での実践化と評価が困難であるとされ､混乱

が見られるのが新しい教育課程･授業構想と評価観の鍵

となる「学びに向かう力、人間性等（の涵養）」である。

学習を通しどのように社会や世界と関わり、どう主体的

により良く豊かな人生を送るか等､児童生徒の「生き方」

や価値観の更新に直結する「深い人間的な学び」の形成、

個人と社会の成長につながる教育が必要不可欠である。

本稿では「学びに向かう力・人間性等（の涵養）」の

一つとみることができるレジリェンス（非認知的資質・

能力）の育成の在り方を提案する。レジリェンスとは、

逆境や強いストレスに直面した時に適応する精神力･心

理的プロセスの一つであり､一般的には困難に打ち勝つ

力や跳ね返す力としてとらえられ1990 年代以降、日本

では特に東日本震災の時以降、大きな注目が集まった。

どんなに技術革新が進んでも未知の状況に柔軟に対応し

人としてあるべき正しい道を選択・判断、創造できる資

質・能力は（生きる力としてのレジリェンスやユーモア、

自己調整能力等）、今後ますます必要とされる力である。

レジリェンスの特性は遺伝的な要因が大きいと考え

られがちであるが、論理的に思考･ 判断の仕方をメク化

することで､誰もがレジリェンスを身に付けることがで

きる｡特別活動及び道徳の時間にレジリェンスを高める

実践も試みられているが（注4 ）、国語科として視点か

らは現時点では行われていないとみることができる。

また､小中学生という発達段階はまだ人生経験も少な

く、存在の根本が脅かされるような苦悩・逆境と呼べる

ような危機には出会っていない子ども達も多い｡レジリ

ェンスが未来に生きる力と理解できても現時点で生き

て働く力でないと学習の有用感を感じることができず、

モチベーションを保つことが難しい｡この点については

レジリェンスを「われわれは、逆境と呼べるような深刻

な状況を経験することは少ないが、日々、大川ヽのつまず

きには出会っている。とすれば、大きなネガティブ・ラ

イフイベントではなく日々のつまずきからの立ち直る

力」（注5 ）と捉え、「Grotberg, E. H はレジリェンスを

『逆境をはねつける防御因子ではなく、日常的なできご

とで､ストレスフルな状況を乗り越えるために機能する

性質』と定義している。（略）レジリェンスの特性と日々

のつまザきを対象に、研究が行われている」（注5 ）。こ

れ等の知見を踏まえ､子ども自身にとって現時点での切

実な、必要な課題と向き合う学びを構想する。

さらに､学びの創造性の重視とそのための情報リテラ

シーや論理的思考力･表現力､場面今目的に合った論述、

討論･ 議論を評価する力、プレゼンテーション能力等を

育成するために､人生経験の少ない子ども達に偉人だけ

でなく身近な大人が危機をどう乗り越えて生きている

かについての情報を収集･ 判断し、論理的に構成してプ

レゼンテーションを行う学習も組み込む。

四　「空を見上げて」の教材的価値とテクスト形式

1 、東日本大震災とレジリェンス・言葉

東日本大震災は2011 年3 月11 日（金曜日）14 時46

分18 秒、宮城県牡鹿手島の東南東沖130km を震源とし

て発生｡地震の規模はマグニチュード9.0 で､発生時点、

日本周辺における観測史上最大の巨大地震である｡それ

に伴い巨大な津波が500km を超える沿岸域を襲い､福島

第一原子力発電所での事故も加わり放射能の影響が現

在でも残る複合的な大災害となった。

震災に対するレジリェンスは、国家的・地域的なレベ

ルのものから人の心まで様々なレベルかおる｡物的被害

については徐々に構興・構旧しつつあるというものの、

震災の心的外傷の回構は極めて困難であり､長期的な体

制づくりやケア、及び実践が必要となってくる。

レジリェンスを高め心を回構する方法の一つは､真摯

な対話を通して大とつながることである。「空を見上げ

て」の筆者・山中勉氏は1958 年東京都生まれの宇宙航

空システムエンジニアで、JAXA の主幹研究員、財団法

人日本宇宙フォーラムの主任研究員を経て国際宇宙ス

テーションを利用した言葉紡ぎを発案､推進に従事する。

震災前に作品を宇宙に打ち上げる企画に応募のあった

幾つかの地域の学校が被災して連絡が途絶えた際､支援

を求める新聞記事を見付け､それを機に東日本大震災で

傷ついた宮城県女町の中学生の心を言葉で解き放ち世

界や宇宙とつなげる活動を始めた。山中氏は「『自分が

確かに存在している証』を宇宙的なスケールで他者とつ

ながる中で確かめ」る（注6 ）中学生の姿を見出し、「言

葉がもつ人間と人間をつなげる力の大いなる可能性を

感じる」（注6 ）と述べている。

2 、「空を見上げて」のテクスト形式を生かす学習

「空を見上げて」は教科書のための書き子ろしである

が､原典は教材で取り上げた言葉紡ぎの活動を著者がま

とめた俳句（連歌）集、山中勉編著『みあげれば　がれ
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き の上 に　 こい のぼ り』（遊行 社2012 年 ） で あ る。

「空 を 見 上 げ て 」は､ 宇 宙 と 言 葉 とい う一 見 関 連 の な

い 世 界 を 生 命・生 き る こ と の 尊 さ と 他 者 と の 繋 が り 、祈

りを 結 び 付 け た 点 に 特 質 かお る｡ 宇 宙 の もつ 魅力 は人 類

に 夢 と希 望 、可 能 性 を 感 じ さ せ､ 知 的好 奇 心 を 揺 り 動 か

す 一 つ で あ る。同 時 に 筆 者 の 山 中 氏 が「宇宙 とい う 広 大

な 時 空 の中 で 『 わた し 』と は 何 者 か ？『わ た し 』は確 か

に 存 在 して い る のか ？を 探 し たい とい う発 達 課 題 を､ 日

本 の子 ど も たち が内 包 し て い るか らで は な い で しょ う

か｡ 宇 宙 は 、そ う し た 発 達 課題 に 働 き か け る 不 思 議 な力

か おる ので は な い で しょ うか 」（注6 ） と 述 べ てい る よ

引 こ､宇 宙的 な俯 瞰 の 視 野 を 持つ こ と で 生 き る こ と へ の

祈 り （死 者 へ の レ クエ イ ム）、 生命 の神 秘 と 尊厳 へ の リ

レ ーが 地 球 誕 生 か ら現 在 ま で 続 い て い るこ とに 気 付 き、

子 ど も達 自身 が 地 球 とい う星 の､今 に こ こ に 生 き てい る

奇跡を実感できる教材性を持つとみることができる。

ま た 「空 を 見 上 げ て 」で は 筆 者 の 提案 す る 言 葉 紡 ぎ と

し て 俳 句・連 歌 と い う形 式 が と ら れ て い る。俳 句 は 五 七

五 の一 七 音 か ら成 る 世 界 で 最 も短 い 象 徴 的 な 定 型 詩 で

あ るが 、基 は 五 七 五 に 七 七 を 付 け 、そ こ に 五 七 五 を 付 け

と多 数 の人 達 が 交 互 に作 っ て い く 連 歌 で あ っ た｡ 連 歌 は

別 の人 が詠 み継 い で い く こ とで 一 人 で 詠 ん だ時 には 表

れ な い 思 い がけ な い 発 想 や 意 味 の 繋 が り・拡 大 、変化 が

生 ま れ る と ころ に独 特 の お も しろ さか おる 。「空 を 見 上

げ て 」で も 同 じ よ うに 、女川 中 学 校 の 生 徒 が 詠 ん だ 句 を

発 句 と して 他 者 が七 七 を 付 け るこ とで､ 震 災 に よ っ て既

存 の世 界 ・社 会 が一 旦崩 壊 し た 中 学生 と他 者（世 界 ・社

会 ）と の 新 た な 関 係 性 が 生 ま れ 、中 学生 が 自 分 の真 の 存

在 感 覚 を 言 葉 とそ れ に込 め られ た 思 い や 祈 りを 通 し て

発 見す る構 造 的 で 感 動 的 な ス トー リー とな っ て い る 。

「空 を 見 上 げ て 」は 、ノ ン フ ィ ク シ ョ ン と し て の 論 理

的 文 章 と詩 歌 （俳 句 、 連 歌）・ 文 学 的 文 章 と の 二つ のテ

ク ス ト形 式 を 備 えた 「活 用・複 合 型 テ ク ス ト」と み る こ

と がで きる 。「空 を 見上 げ て」 のテ クス ト形 式 の特 質を 生

か し、子 ど も達 に活 用･ 複合型 テ ク スト を読 む 楽し さ と方

法 、創 造 的 ・批 評的 な 資質 ・能力 （確 か な習 得 か ら考 えの

形 成、論理 的 な思 考 と表 現、説得 力 ある 批評 等）を 育て る

た め､ 学 び方 の 観点 を､ 以 子 の9 ポイ ン ト として 整理 し た。

①　 筆 者 の主 張（メ ッセ ージ ）を 正確 に 読 み耿 る（メ ッセ

ー ジの 正確 な理 解 か ら 「考 え の形 成 」へ ）

秘　 筆 者 の主 張の 背景 ・前提 にあ る 「時 代的 な価 値 観・常

識的 な 価値 観」 を 理解 す る （筆者 の個 性 と生 き方 ）

③ 選ば れ たエ ピ ソー ド内 容（語彙､ イ メ ージ､ 願い 等 ）。

テクスト形式の特質を読み取る（喪失と絶望と生きるこ

と、 祈 り… 、俳 句 ・連 歌 とい うテ クス ト の効果 等 ）

④　 自分 で 選 んだ人 物 につ い ての レジ リェ ン ス、自分 の考

え を論 理的 に 書く（「考 えの形 成（深 化）」「構成･ 表現 」）。

⑤　対 話 や 交流 で 「自分 の考 え」を 形成 ・深化 させ 、自 ら

の生 き方 々 価値 観 に生 か す （「共 有 」 と学 び の再 構築 ）。

秘 俳 句 ・連 歌 の優 れた 描 写や 象徴 的イ メ ージ の 意味､ 効

果を読み取る（テクスト内容と形式の評価・批評）

秘 俳句・連歌のメッセージ内容を読み取る（テクスト内

容の「精査・解釈」と批評、論述）

図　自分の興味関心･課題意識から「自分の考え」を持つ

⑨　ノンフィクション・詩歌テクスト形式と内容の評

価・批評を振り返り、他教科への活用、生き方・価値

観等の面から学びを自覚する（メタ評価化）。

五　「空を見上げて」（中学1 年）の授業・評価開発

1 、到達目標とルーブリック4 段階

（1 ）レジリェンス・自分自身の課題を明らかにする

【習得1－学びの主体性と意欲化－】

〈S 評価〉自分の生活を振り返りよくしてしまう考

え方の癖を知りどんな場面かが友達に伝わ

るように詳しく書き表している。

〈A 評価〉自分の生活を振り返りよくしてしまう考

え方の癖を知りどんな場面かが友達に伝わ

るように書き表している。

〈B 評価〉自分の生活を返りよくしてしまう考え方

の癖を知りどんな場面かを書き表している。

〈C 評価〉自分の生活を振り返ってよくしてしまう

考え方の癖を知ることができない。

（2 ）「空を見上げて」を正確に、豊かに読み取る

【習得2 －ノンフィクション・詩歌テクスト形式の

習得・活用－】

〈S 評価〉「空を見上げて」の文章構成や要旨、背景

を正確に読み取ったり五七五に友達が付け

た七七の良さを豊かに読み取ったりできる。

〈A 評価〉「空を見上げて」の文章構成や要旨、背景

を正確に読み取り五七五に友達が付けた七

七の良さに気付いている。

〈B 評価〉「空を見上げて」の文章構成や要旨をキー

ワードに着目して読み取り要約している。

〈C 評価〉「空を見上げて」の文章構成や要旨をキー

ワードに着目して読み取ることができない。

（3 ）困難を乗り越えた人物のレジリェンスについて、

レポートにまとめることができる

【活用1 －情報の選択・構成とテクスト批評－】

〈S 評価〉困難を乗り越えた人物のレジリェンスと

それに対する自分の考えを、一番伝えたい

ことを明確にして書いている。

〈A 評価〉困難を乗り越えた人物のレジリェンスと

自分の考えを、四段階の構成で書いている。

〈B 評価〉困難を乗り越えた人物の生き方について

の情報を集め必要な情報を選択し四段階の

構成でレポートを書いている。

〈C 評価〉困難を乗り越えた人物の生き方について

の情報を集め選択しレポートを書けない。

（4 ）友達とレポートを読み合い、困難を乗り越えた人

物の生き方を知ってそれぞれのレジリェンスにつ
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いての考えをもつことができる

【活用2 －学び合いと考えの深化 。評価－ 】

〈S 評価〉友達とレポートを読み合い書いた「いい

ね！カード」をもとに考えを話し合い互い

の発言を結び付け自分の考えを深めている。

〈A 評価〉友達とレポートを読み合い書いた「いい

ね！カード」をもとに考えを話し合う時、

友達の「いいね！」と考えに対する感想を

伝えている。

〈B 評価〉いいと思ったところに「いいね！シール」

をはり、「自分はこう考える！」に自分の考

えをまとめている。

〈C 評価〉いいと思ったところに「いいね！シール」

をけることができない。

（5 ）学びを振り返り「マイ・レジリェンス宣言」を

【振り返り一学びの汎用性とメタ化、探究ヘー】

〈S 評価〉これまでの学びを振り返り根拠を明確に

し考えが伝わるように工夫し「マイ・レジ

リェンス宣言」を書いている。

〈A 評価〉学びを振り返り根拠を明確にし「マイ・

レジリェンス宣言」を書いている。

〈B 評価〉学びを振り返り「マイ・レジリェンス宣

言」を書いている。

〈C 評価〉学びを振り返ることができない。

2 、授業展開一習得から活用・探究ヘー

（1 ）習得型学習1 く導入）（1 時間）

導入では見通しを持ち課題をつかむシート（資料1 ）

を使用し、生徒にとり聞き慣れない「レジリェンス」

とは何か・定義を知らせる。次にステップ1 からステ

ップ5 までの「学び方」を確認。その際「空を見上げ

て」はノンフィクションとしての論理的文章とエピソ

ードとして詩歌が取り上げられているため文学的文章

との二つのテクスト形式を備えた「活用・複合型テク

スト」形式であること、このような複合型テクスト形

式を読む楽しさと方法・戦略を学ぶことを伝える。

ステップ1 では、レジリェンスを高める自分自身の

課題の明確化・学習目標を示し、ネガティブ項目の中

から自分の考え方の癖（思考・判断等の特色）を選ば

せ、考え方の癖が出る場面を想起し記述させる。（注7 ）

このステップにおける深い学びの鍵（見方・考え方）

は、どんな視点から教材文の主張やエピソードを捉え、

どう見通しを持ち「考えを形成」するかを明らかにす

ること。教材本文の音読後「興味をもったこと、疑問

に思ったこと、大切だと思ったこと、気になった人や

もの」等について一人一人に初発の感想を持たせ、次

の授業から生徒の課題を解決する場面を設定する。

（2 ）習得型学習2 〈基礎〉（3 時間）

－テクストの正確で豊かな読み方を身に付けるー

ノンフィクションというテクスト形式を生かす上で

ポイントとなるのが子ども達の発達段階に応じた詳し

さを考慮した「時代の常識的なものの見方・考え方」

の理解。筆者が時代の価値観とどう向き合い思考・判

断しているかを批評・評価することが必要である。

ステップ2 では習得・読むシート1（資料2）を使用

し「空を見上げて」の筆者の経歴を確認、筆者がどん

な立場の方で教材を通し何を伝えようとしたのかを考

えさせる。「空を見上げて」を正確に読み解く上でのキ

ーワードとなる「東日本大震災」「国際宇宙ステーショ

ンきぼう」について既存の知識を発表させた後で図書

資料やインターネットで情報を集めてまとめさせる。

次に習得・読むシート2（資料3）を使い、文章構成

を捉え筆者のメッセージをつかませる。習得型学習段

階では、情報を正確に・批評的に読み解くための力を

全員に身に付けることが大切。教材文のキーワードを

一枚のシートにまとめ文章構成と各意味段落に基づき、

教材テクスト形式・内容を精査・解釈させる。

その後習得。読むシート3（資料4）を使い、教材の

エピソードとして載せられている句を正確に、豊かに

読み取る学習を行う。詩歌はテーマの読み取りが目標

ではなくテーマがどのように個性的に表現されている

か、それを自分の経験や感性との関係からどう解釈す

るかが大切。詠み人特有の言葉の仕組みやイメージ、

リズム等の読み方の基本を習得させ、句による現実の

見方や考え方・表現方法を読み取らせる。言葉を手が

かりに論理的に思考する力や豊かに想像する力を養う。

（3 ）活用型学習（1 時間）

一自分の感性で七七を付け、良さを伝え合うー

これまでの習得型学習を生かし自分から発信する学

習を行う段階。活用。書くシート（資料5）を使い「み

あげれば　がれきの上に　こいのぼり」に七七・一四

文字を付け発表し合う。友達が付けた句の良さを発見

させる。限られた音数律の中で細部の表現や着眼点等

から良さを指摘し合い子ども自身が詠み手のものの見

方や感性、句のもつ魅力を発見できるようにする。次

に教材から好きな句を選び、七七を付けさせ自由に鑑

賞させる。こうした学習が詩歌を詠む楽しさや詩歌の

表現の多様性を実感させ、他者と深く共感したり豊か

に想像したりすることにつながっていく。

（4 ）探究型学習（3 時間）

－レジリェンスと「自分の考え」の形成一

探究段階では子ども達か既に持っている考えの構

造・思考の枠組みを「自分らしい考え」により深化・

構造化させることが重要である。探究・書くシート（資

料6 ）を使い習得・活用で学んだテクスト形式論を踏

まえ様々な苦難を乗り越え生きてきた人物のレジリェ

ンスの在り方についてレポート作成を行う。習得型学

習と並行し興味を持った人物の生き方々レジリェンス

を、身近な大人へのインタビューや図書、インターネ

ット等を使い情報を収集するよう予め伝えておく。

集めた情報から必要な情報を選択判断し､選んだ人物
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資料１学習の見通しをもち、課題をつかむ学習

シート

1　生徒にとって聞き慣れない「レジリ

ェンス」という言葉を定義する。スト

レスフルな状況を乗り越える、現時点

での生徒にとっても必要な力であるこ

とを押さえる。

2　言葉を通して、レジリェンスを高め

る学習の進め方を確認する。ステップ1

～5 までの段階的な学習過程を生徒

に提示する。

3　ネガティブ7 項目の中から自分の考

え方のくせを選ばせ、どんな場面かを

想起させる。

資料２習得・読むシート1 く正確に読むために

教材文の背景を知る学習シート〉

1　「空を見上げて」の筆者の経歴につ

いて確認し、筆者がどんな立場から何

を伝えようとしたのかについて考えさ

せるきっかけとする。

2　「空を見上げて」を正確に読み解く

上でのキーワードとなる「東日本大震

災」「国際宇宙ステーションきぼう」に

ついて既存の知識を発表させた後で、

図書資料やインターネットで情報を集

めてまとめさせる。正確な理解のため

に、学習シートの写真だけでなく、映

像資料も活用する。

資料３習得･読むシート2 く文章構成をとらえ、

キーワードを読み取り、著者のメッセー

ジをつかむ学習シート〉

1　情報を正確に、また批評的に読み解

く力を全員に身に付けさせるための学

習シートである。時間をかけた詳細な

読解ではなく、一枚のシートにキーワ

ードをまとめ、文章構成を意識させる

ことで発信・交流のモデルとして習得

学習を行う。

2　（　　）にはキーワードを、【　　】

には見出しを書かせることで、筆者の

メッセージと選ばれたエピソードの内

容を読み取る。

※資料１～９はすべて自作の学習シート（作成一左近妙子）

― 49 ―



佐藤 洋一　・ 　左近 妙子

資料４習得・読むシート3 くエピソードとして載

せられている句を正確に、豊かに読み取る

学習シート〉

1　テーマがどのように個性的に表現され

ているか、それを自分の経験や感性との

関係からどう解釈するかを学ぶ学習シ

ートである。

2　 詠み人特有の言葉の仕組みやイメージ、

リズム等の読み方の基本を習得させ、女

川中学生の感性や現実の見方や考え方、

表現方法を理解させる。

3　読み取ったことを友達と対話・交流す

ることで、詩歌を読む楽しさと発見を共

有させる。

資料５活用 一書＜シート く自分の感性で七七を付

け、良さを伝え合う学習シート〉

1　 これまで学んできた習得型学習を生か

し、自分から発信するための学習シート

である。

2　 「みあげれば　がれきの上に　こいの

ぼり」に七七を付けて発表し合い、友達

が付けた句の良さを「ここがいいね！」

で発表させる。

3　 教材文の中から自分が好きな句を選び、

七七を付けて自由に鑑賞させることで、

詩歌を読む・詠む楽しさや詩歌の豊かな

表現を実感させることにつながる。

資料６探究 一書＜シート くレジリェンスについて

調べ、自分の考えを形成する学習シート〉

1　 ノンフィクションのテクスト形式を活

用して様々な苦難を乗り越えて生きて

きた人物のレジリェンスについて論理

的に再構成する学習シートである。

2　 習得学習と並行して、興味をもった人

物の生き方・レジリェンスについて、自

分にとっての身近な大人へのインタビ

ューや図書、インターネットを使って情

報を収集するよう伝えておく。

3　 書くことが苦手な生徒の実態を踏まえ、

予めモデルを示すとよい。右の例けJ  A

XA で国際宇宙ステーション開発や宇

宙飛行士選抜試験事務局を務めた柳川

孝二氏のレジリェンスである。
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資料７探究・交流シートく友達の見方・考え方を

学び合い、自分の考えを深め、広げる学習

シート〉

1　交流・学び合いにより、多くの人物の

生き方・レジリェンスを知り、それにつ

いて自分の考えを形成し、深めたり広げ

たりする学習シートである。

2　自分が興味をもった人物のレジリェン

スを互いに読み合い、着眼点や選ばれた

エピソード、まとめ（考察）の良さ等を

「いいね！シール」により指摘し、「い

いね！カード」を使って伝え合い、関わ

り合うことができるようにする。

資料８振り返りシート く学習を通して身に付けた

能力や学びの横断的・汎用性について自分

の考えを批評的・創造的にまとめる学習シ

ート〉

1　ステップ1 からステップ4 のそれぞれ

のステップの終わりに、学習を通して学

んだことや分かったこと、疑問に思った

ことについて書いて振り返らせる。

2　ステップ5 では、ステップ4 までの学

びを振り返りながら「マイ・レジリェン

ス」という形で言語により表出させるこ

とで、自分の生き方宣言をさせることを

ねらいとしている。

資料９ルーブリックシート く学んだことを振り返　 、

り、身に付けた能力や学びの横断的・汎用

性について評価する学習シート〉

1　評価の指標を生徒に理解できる言葉に

置き換えて、授業の際に明確に提示する

ルーブリックシートである。

2　それぞれのステップの導入で、到達目

標であるS 評価、A 評価、B評価に細分

化された評価基準、すなわち学習目標を

具体的に示すことで、生徒は目標に到達

するために努力する。また、それぞれの

ステップの最後には学びを振り返らせ

て、到達度を子のピラミッドに色を塗る

ことで評価させる。こうした振り返りを

積み上げることで、生徒自身が学習の方

向を見通し、量や時間ではなく、質的に

高い成果を出すよう主体的に取り組む

姿勢を育てる。
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の生き方・レジリェンスの個性、自分の「生き方」に生

かしたいと思うこと等､その人物の生徒が持っている知

識や経験や感情を統合し「自分の考え」を「はじめ」「な

か」「まとめ」「むすび」の四段階の論理的な文章構成で

組み立てさせる｡最後に参考にした本やホームページ等

を記述させ、比較や分類、関係付け等の情報の整理の仕

方､引用の仕方や出典の示し方について理解を深めさせる。

（5 ）探究・交流学習（2 時間）

一他者の「見方・考え方」を学び自己形成ヘー

自分が興味をもった人物のレジリェンスについて読

み合い、着眼点や選ばれたエピソード、まとめ（考察）

の良さ等を「いいね！シール」により指摘した後、探

究 。交流シート（資料7 ）の「いいね！カード」を使

って伝え合い関わり合う学習を行う。これ等は多くの

人物のレジリェンスを知り「自分の考え」を再構築・

深化させると同時に、立場や考えを支えるエピソード

の選択・構成・記述の妥当性や的確さを判断し、論理

的な整合性を吟味、批評する力を養うことにつながる。

（6 ）振り返り学習〈評価 。一般化〉（2 時間）

－「マイ・レジリェンス宣言」からメタ認知ヘー

振り返りは各学習段階でルーブリックシート（資料

9 ）により評価指標に照らし合わせて行い、振り返り

シート（資料8 ・9）で学んだことを言葉にする（メク

化させる）。この段階ではステップ1 ～4 までの学びを

振り返り「マイ・レジリェンス」として言語化させる。

論理的･ 客観的に自分の生き方宣言をさせることは言葉

を通して自分の存在について理解を深めることになる。

その後「マイ・レジリェンス」を発表し合う。最後

に多様なテクスト形式を読み深める意義や楽しさ、新

しく学んだこと、今後の生き方・考え方・学びに生か

せる汎用性・メタ認知等の視点から振り返らせる。

六　よりよい「生き方」の創造と態度の形成へ

これからの学校教育における教育課程構築で重要と

なるのは、一つには全教科・領域や言語活動のベース

に「学びに向かう力（主体性）、人間性等（深い学び）」

の形成と評価を正しく位置づける必要かおるというこ

とである。資質・能力型の教育観を具体化するために

は、幼保・小中高校の様々な学習活動を通しどのよう

に社会や世界（自己）と向き合い、どのように主体的・

対話的、創造的に人生を送るか。子ども達の「生き方」

や価値観の更新、「質の高い深い学び」につながる授業

と教育課程・教育方法（評価開発）研究が重要である。

本稿では統合的で深い意味を持つ非認知能力（レジ

リェンス）の育成という視点から、複雑多様な価値観

や情報であふれる現代社会を自分らしく生き抜き、自

己と社会を見つめる眼や判断力、感受壯を高める実

践・評価開発の一環として提案したものである。

〈注記、主な参考文献（一部）〉

１、コンテンツ・ベースからコンピテンシー・ベースへの教育

観・指導評価観 の転換 と語られる。次世代型教育は学力（認

知）だけで はなく 資質 ・能力（学力を含む非認知的能力・コ

ンピテン シーや 市民的資質や判 断力や感性 、モラル 等）の道

徳・公民的 資質 、シティズンシップ（市民道徳教育）の枠組

みが示 されてい ることが重 要であ り、ドイツ・アメリカ・イ

ダリア等で も公 民的資質 の新たな見直し が行 われている。

奈須正 裕『「資質 ・能力」を学びのメカ ニズム』東洋館出

版社(2017 年）、無藤隆『新しい教育課程におけるア クティ

ブ な学び と教師力・学校力』図 書文化(2017 年）等。

2 、佐藤洋一 ・コーディネーター。第60 回愛知教育人学附属

名 古屋 中学校教(2017 年10 月4 日）・シンポジ ウムT 深

い 学び』を支え育てる批判的思考の在り方」、パネリストは

楠 見孝京 都人 学人 学院教授､ 道田泰司琉球人学教職人学院教

授。佐藤洋一 ・研 究発表 （平成29 年度 日本教育人学協会研

究集 会・愛知人会『発表概 要集 』74~75 頁）、「次世代型 の

資質 ・能力育成 に対応した授業開発」（人学院段階での教育

課 程改革) 2017 年10 月14 日（土）愛知県刈谷市等。

3 、佐 藤洋一・研 究発表 「資質・能力育成と 「中核的な教科」

（国語科） の位 置 」（第133 回全国人学国語教育学会・福

山人会) 2017年11月4日（土）福山市立人学。佐藤洋一

「資 質・能力型 のカ リキュラムと評価がみえにくい」『教育

科学国語教育　2018 年1 月号　特集・新学習指導要領国語

科を〝評価〟する』明治図書）。同「資質･能力を育てる「言

葉 による見方・考え方」（読むこと）－ テクスト内容と形式

への評価 、批評 の視点か らー」『教育科 学国語教 育　2018

年2 月号』（同）等。佐藤洋一・研 究会編著『21 世紀型教育

研 究一新たな学び を創 る（紀要第2 号）』(2017 年7 月）等。

4 、危機や逆境に耐えて立ち直る能力としてのレジリェ ンスに

対 する関心が高まってい るが、多くの研究はビジネ ス・シー

ン にお ける啓蒙 書レベル及び 理論的 な考察に留ま る｡教育現

場で の実践につい ても試行的である（文献略）。/卜・中学校

にお ける道徳 の実践として以 子の先行 実践がある｡ 深谷昌志

監修 『「元気 ・しなやかな心」を育てるレジリェ ンス教材集

１、　2』（明治図書2015年）コ司『子どもの「こころ」を育

て るーレジリェン ス』（明治図 書2009 年） 等。

5 、深谷 和子「レジリェン スと自尊感 情」（『教育 と医学2014

年1 月号』）、慶応義塾人学出版）。

6 、山中勉 「宇宙 と国語が出会うとき」（書子ろし『光村図書

出版　 中学1 年 国語指導書』）。

7 、久世浩 司『レジリェ ン スの鍛え方 』（実業之 日本 社2014

年） の7 種類の 「思い込み犬」（批判犬、正義犬、負け犬、

諦め犬､ 心配犬､ 謝り犬､ 無関心犬）の考え方を生かし実践。

8 、佐 藤洋一・左 近妙子T 深い 人間的な学び』を創造する伝

記教材の授業－ 『杉原 千畝』（開発教材）と向き合 う小学六

年生－ 」（愛知教育人学研究報告第66 輯　2017 年3 月）、左

近妙子 「多様 な背 景をもつ 翻訳教材に よる『深い 学び』－

『のどか加わいた』（/卜学 校六年）を例にー」（『子どもが楽

しく生き方と洞察力を育行授業の提案･ 報告』2017 年）等。
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